
今年は暖冬で雪も少ないので，外での活

動も可能な日が続いていました。２月10日

の土曜日の午後は放デイの利用者がメイン

で，近所の散歩に出かけました。散歩と言

ってもいっぽの場合は，自然を観察したり，道路のゴミ

拾い等の活動も兼ねています。水梨の豊かな自然を大切

にする気持ちを育みたいと思いますし，水梨の地域を綺

麗にしたいという思いももって欲しいと考えています。

積極的にゴミ拾いをして満足そうな表情です。
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宮城県からの指定を受けて

業務改善を通して,支援の更

なる向上に向けて取り組ん

でいます。誰かに言われてやるのではなく,自分たち

で考えて実践に結びつけます。この取り組みによっ

て，ひとりひとりの専門性に磨きがかかっています。

なお，これは職場全体で取り組んでいます。

生活介護事業では，

初の試みとして,｢メイク

アップ｣教室を実施しま

した。これは,大人の女

性のおしゃれを体験さ

せてみたいと考えて実

施したものです。利用者には好評だったようです。写

真には満面の笑みで写っています。次は大人の男性向

けの企画を考えているところです。
季節行事の一環として,今年も｢豆まき｣を行いまし

た。曜日ごとに利用者が違うので,多くの利用者が経

験できるように,何度か実施しました。施設全体で実

施したのですが,放デイでは,｢自分が退治したい鬼｣を

紙に書いて,それを丸めて鬼にぶつけました。

法律の規定により実施するもので

す。いっぽでは身体拘束はもちろん

不適切な接触により不快感を与える

ことがないように施設全体で取り組

んでいますが,身体の安全のために利

用者の動きを制限することがありま

す｡年に一度,書類の更新が必要です

ので配布後に提出をお願いします。

１月末の利用者の誕生祝いとして,生活介護では｢バナナパウンドケー

キ｣づくりにみんなで挑戦しました。この頃は作業にも手慣れてきて，

積極的に取り組む姿が見られます。美味しいケーキができました。

福祉施設を運営するため

には，法律の規定により，

様々な文書や実践が必要で

す。例えば,危機管理マニュ

アルや消防計画,それに基づく避難訓練。虐待防止の

職員研修や,苦情等の相談窓口設置など,微に入り細に

入り定められていますが,いっぽでは全てクリアして

います。今度は,大災害時の事業継続計画(BCP)の作成

が義務付けられています｡これももちろん作成しまし

たが,災害のための準備は各家庭においても必要です。

そこで,各家庭でも対応できるようなパンフレットを

作成しましたので配布します｡各家庭の実情に応じて

災害への備えをしていただきたいと思います。

利用者の家族か

ら｢積み木に｣と

たくさんいただきました。花台(左上の写真)等で利用


